
「管理計画認定取得マンションに学ぶ！

管理組合の取組と工夫」

令和７年度第２回マンション管理基礎セミナー（大津会場）
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パネリスト自己紹介

ハイトピア京町管理組合法人

 氏 名 後藤 寿輝

 役職歴 令和７年度 監事

令和６年度 理事長

令和５年度 理事長

平成25年度 副理事長

平成19年度 会計担当理事
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マンションの紹介（大津市HPより） （大津市HPはこちら）
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https://www.city.otsu.lg.jp/soshiki/035/1810/g/m/58563.html


マンション管理の取組事例
 日々の管理業務で工夫している点や成功事例の紹介
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マンション管理の取組事例
 日々の管理業務で工夫している点や成功事例の紹介
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マンション管理の取組事例
 どのような問題があり、どのように解決したか

建物・設備の維持管理
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管理計画認定取得に向けての取組
取得した感想
 認定取得に向けた準備や課題・工夫した点

管理規約改正の要点
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管理計画認定取得に向けての取組
取得した感想
 認定取得に向けた準備や課題・工夫した点

長期修繕計画改正の要点
修繕積立金の目安と資金計画（１）
図表：「マンションの修繕積立金に関するガイドライン」に示された金額の目安

（機械式駐車場分を除く。）における下限値（二重線枠内の金額）
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修繕積立金の目安と資金計画（２）
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管理計画認定取得に向けての取組
取得した感想
 認定を取得しての感想、住民の反応

「適切な管理運営が行われている事が認定され安心した」

「管理状態が良い物件は市場で評価されやすくなる」

「管理組合活動への参加意識が高まった」

「修繕積立金が基準以上で修繕計画も立てやすくなった」

「理事会のスキルアップにつながった」
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他のマンション管理組合へのアドバイス

 マンション管理について、他のマンションに向けてのアドバイス等

決算書・予算書・貸借対照表に関心を持つこと

国交省・マンション管理センターのホームページをチェックすること

マンション支援団体などの広報を読むこと
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パネリスト自己紹介

ルネ大津団地管理組合法人

 氏 名 藤田 英治

 ご年齢 77歳

 居住歴 49年

 役職歴 理事（平成元年から２年間、令和２年～現在）

副理事長 令和３年〜令和４年
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マンションの紹介（大津市HPより） （大津市HPはこちら）
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https://www.city.otsu.lg.jp/soshiki/035/1810/g/m/58563.html


マンション管理の取組事例

 日々の管理業務で工夫している点や成功事例の紹介

管理事務所に管理組合としての事務局(１名）常設運営

 どのような問題があり、どのように解決したか

約50年に及ぶ過去の経緯などの把握が困難であることから、

竣工時図面、定期総会議案書・議事録、理事会資料・議事録、

大規模修繕工事記録などを「マンションみらいネット」へ

pdf登録（約450件）し検索閲覧を改善。
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管理計画認定取得に向けての取組
取得した感想

 認定取得に向けた準備や課題・工夫した点

令和４年６月に理事会へ提案、大津市のマンション管理士派遣を活用

長期修繕計画作成専門委員会の立ち上げ

長期修繕計画（管理費・積立金増額）住民説明会の開催

定期団地総会（令和７年５月）を経て６月に認定取得

 認定を取得しての感想、住民の反応

高経年マンションであるが管理計画認定により

選ばれるマンションとしての条件を得たと思う。

（資産価値の維持向上）
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他のマンション管理組合へのアドバイス

 マンション管理について、他のマンションに向けてのアドバイス等

・エレベータ保守を見直しコストダウンを図る

（独立系保守会社の見積を参考にメーカ保守との交渉もあり）

・マンション管理関係の情報を積極的に得る

（Webセミナーやネット検索も参考として有効）
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パネリスト自己紹介

アーバンスカイハイツ石山寺管理組合

 氏 名 植村 信行

 ご年齢 76歳

 居住歴 25年

 役職歴 理事長 ２期(令和５年４月～令和７年３月)

過去３期含め合計５期

副理事長 ２期

保全委員 10期
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マンションの紹介（大津市HPより） （大津市HPはこちら）
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マンション管理の取組事例

 日々の管理業務で工夫している点や成功事例の紹介

日常の保全業務、大規模修繕工事も管理組合主体で実施

（清掃業務、EV、受水槽、消防設備の保全管理は除く）
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大規模修繕
ローン決定
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マンション管理の取組事例
 どのような問題があり、どのように解決したか

従来から修繕積立金が少なかったため、分譲マンションでの基地局誘致は

様々な反対意見で断念されることが多いが、平成22年と令和２年に屋上への

携帯基地局誘致し、借地料の繰入による一定額の収入を確保した

しかし、令和６年の大規模修繕費用が不足していた→そのため
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管理計画認定取得に向けての取組
取得した感想
 認定取得に向けた準備や課題・工夫した点

・管理計画認定とは何??からスタート 大津市管理士派遣事業に申請し指導を受ける

・認定の最大のハードルは修繕積立金の不足（基準の１/２に満たず）

借地料を修繕積立金に繰入れ ＋ 修繕積立金値上げ（均等積立方式）、

管理規定の追加変更

・組合員に対し詳細レポートを発行し説明会を開催、総会にて決議

・申請はすべてネットで行うため、行政書士のマンション管理士に委託

・資料の作成は管理士の詳細な指導(zoom)のもと担当２名で集中し進めた

＊誰かが中心になって取り組まないと進まない 労力必要
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管理計画認定取得に向けての取組
取得した感想
 認定を取得しての感想、住民の反応

・築古マンションは管理計画認定にチャレンジすべき（資産価値を維持するために）

・管理計画認定や大規模修繕等の長寿命化促進税制の条件を満たすことができた

（今年度の固定資産税が３分の１減額された）

・認定マンションになり組合員が維持管理により目が向くようになった

・100年マンションが実現できる可能性を感じた
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他のマンション管理組合へのアドバイス

 マンション管理について、他のマンションに向けてのアドバイス等

・管理会社に依存しすぎない。できることは可能な限り管理組合で行う

（理事会が機能していることが重要）

・ＡＩ（ChatGPT）の活用で、いろいろな課題の解決案を提示できたり、

補修工事等も細かく条件を提示することで見積ることができ、

適正な市場価格を容易に把握できる

・区分所有者全員参加のグループLINE
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2025年12月25日現在
３３０８件

滋賀県全体 2025年12月25日 現在３５件
うち大津市 同日現在２８件
うち草津市 同日現在 ３件
うち守山市 同日現在 ３件
うち野洲市 同日現在 １件
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